
　9月6日の北海道胆振東部地震の発生から2週間が経ちました。

「親子のためのあそびのひろば」も皆様のご協力と励ましをたくさん頂戴し

運営から1週間、安平町との協力体制のもと、こども達の笑顔がはじける場所

となっております。

ご参加いただいているボランティアスタッフの皆さんは、日頃から発達支援

に関わっておられる方たちなので、こども達の心のニーズのキャッチも早く

またお母様方の困り感にもすぐに対応できる事ができ大変喜ばれております。

先日の連休では札幌児童発達支援連絡協議会さまのご協力で「こども食堂」

では大変おいしい食事も提供され、避難所から提供される食事は食べないと

いうお子さんも、「よく食べています」と伺いました。

　たくさんの方々の「こども達のために」という気持ちがパワーとなり、この

ような活動を通して、こども達にとどいている事と思います。

またこどもたちが安心して思い切りあそべる場がある事で、ご家族の気持ちの

安定にも繋がっているのではないかと思います。

現在安平町では、学校やこども園も給食を含め平常に戻ってきており、安定が

見込まれるまでになってきました。

このような事から町の担当者の方と相談し、28日をもって「親子のためのあそ

びのひろば」を終了することとしました。

たくさんの事業所さんや、個人の方も含めて多くの方がこの活動に賛同し心を

寄せて下さった事を心から感謝し、御礼申し上げます。
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